
















































































































































































関係，歴史学研究における“記憶n と“語り"の問題， ミグダー ノレ・モデ、ルの有効性な
ど，今後研究を深化させるうえで考慮・検討すべきいくつかの論点が提示された。
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審査委員会は，本論文にはなお検討すべき論点が残されているが，中国文書館におけ
る新たな史料の発掘とその分析，さらに現地でのフィーノレドワークを組み合わせた成果
として，中国東北地域史研究に新たな展望をきり拓く労作であり，学位授与に値する研
究として評価できることを全員一致で確認した。
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